
1999年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

春季研究発表会  

1－D－1  

2種類の需要と曖昧な固定費用を持つ腐敗しやすい商品の在庫問題  
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6．それぞれの期間におけるタイプgの需要呼は分   

布関数を曹（・）その密度関数をげ（■）とする互い   

に独立な非負の確率変数である。ここで、曹（0）＝   

げ（叫＝0，j＝1，2，・・・，mであり0以外のところ   

では連続である。それぞれの期間におけるタイプエ   

の需要巧の分布関数尊（・）、密度関数貯（・）も同   

様の条件を満たす。品質重視の需要と値段重視の需   

要はそれぞれ独立である。   

7．タイプガの需要、タイプエの需要に対する単位当   

たりの品切れ費用は、それぞれ紬，批として表さ   

れる。ここで、紬≧批とし、また単位当たりの保   

管費用を九とする。   

8．使用期限がた残っている商品は単位当たり見た，此＝   

l，2，…，mで売られ、Rた十1≧月たとする。   

9．固定費用はエフアジイ数βとして定義され、そのメ   
ンバーシップ関数咋（f）は以下の様に表される。  

（mβ，αβは正の定数）  

扉）＝mヰ（と若），0）   

ここで、ムは点から虎への写像を表す型関数で、以   

下の条件を満足する。  

（a）エ（一電）＝上（t），電∈R   

（b）エ（り＝1，f＝0のときのみ   

（c）エ（・）は【0，＋∞）の範囲で非増加  

（d）ちは（帰（f）＝01として定義され、エの  

零点と呼ばれる。  

ここで、一般性を失うことなくmβ－h叫＞0と   

仮定することが出来る。  

1 はじめに  

腐敗しやすい製品に対する在庫管理問題はPrasta00β  

によって品切れ費用と廃棄費用のみを考慮したモデルが  

提案され【1トその後、様々なモデルが考えられてきたo  

Nd皿i鵡は固定発注費用を考慮したモデルを考えた【？】。  

このような問題では在庫の払い出し政策によっても、腐  

敗量が大きく左右される。払い出し政策には、 

製品から払い出す馴『0政策と、最も新しい製品から払  

い出すLIFO政策の2つの政策があるが触hiiはFⅣ0  

政策で払い出される在庫問題において品切れ費用、廃棄  

費用、保管費用を考慮して2穂苅の需要に対するモデル  

を提案し、最適発注政策を求めた【恥このモデルでは  

保管費用が1期間しか考慮されていないが、本論文は発  

注量に対する全期間の保管費用を考慮して、さらに固定  

発注費用をファジィ数で表した場合について考察する。  

2 問題設定  

以下のような在庫問題を考える。   

1．1期間、1種類の腐敗しやすい商品を考える。期間  

は任意であるが固定されていない。  

2．発注は期間の始めに行われ、単位当たりの仕入れ値  

はcで表される。   

3．商品の使用期限はm期間である。また、2種類の  

客が存在するものとし、1つは新鮮な商品（使用期   

限の残りがm）しか買わない客（タイプガ）、もう   

1つは古い商品でも新しい商品と比べて値段が安け  

れば買う客（タイプ上）とする。まずタイプガの需  

要が優先され、次に残った在庫でタイプ上の需要  

に応じる。この在庫モデルではFIFO政策の使用を  

仮定する。  

4．m期間過ぎても売れ残っている荏庫は廃棄処分され 
期待利益は以下の式で表される0   

る。単位当たりの廃棄費用はβとして定義される。   

5．在庫は期間の最初に起こる需要によって払い出され   

る。モデルは1期間で求める。  

－66－  

期待利益（茸）＝（売り値）嶋（仕入れ値）  

一（廃棄費用）－（品切れ費用）  

－（保管費用）   
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3 問題の定式化  

期待利益関数∬は以下のように表される。  

g（封：ズm＿1）  

＝若月た上y翻×  
m－1  

（Qm－た（祝＋∑り‥ズふ」ト1）  

J＝m－た  ∫  

m－1  

－Qm－叫1（祝＋ ∑：ち‥ん1－た））血血  

ブ＝爪－ん十1  

＋帰一上y酌）上申軸）叫  

1/ 

仙（y）は発注する為のクリスプな関数  

鵬（封）は固定発注費用のメンバーシップ関数  

Ⅲ（封），Ⅳ（y）がそれぞれ発注する可能性測度、必然性測  

度をあらわしている。  

印 

＋岩九  

た＝1  

上甘酢）×  

4 結論  

発注量に対する保管費用をm期間考慮した場合にお  

いて期待利益関数が凹関数であることを証明し、最適な  
発注量を求めた。また、固定発注費用がエフアジイ数で  

ある場合には発注すべきかどうかの判断基準を可能性測  

度、必然性測度で考えた。  

m－1  

‡Qm－た（祉＋∑り‥ズムー損）  
J＝m－た  

y‾り  

上  

m－1  

→吼作用＋1（祝＋ ∑：巧‥ふ和一た））血ね  

ブ＝m－ん十1  

上γ  
畔（ひ）Qm（訂一即∴㌦1＿1）血  ＋（m－・一1）九  

Hほ帆日現出  uげ（u）血－y（1一曹（y）））  

5 おわりに  

期待利益関数の2回微分、可能性、必然性の概念等、  

詳細は発表会当日に述べる予定である。この研究は文部  

省科学研究費基盤研究（c）（2）1（裕8鵬28によるものであ  

ることを付記しておく。  

＋批｛上y酌）仁u（…－∬－封）紬仙  

f  ＋（1一汗（封））   （眈－∬）斤（む）血）  

＋β上y勒）Qm（y－U：‰－1）血］  

‘ 
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ここで、固定発注費用βを入れた場合の期待利益関数は  

次のようになる。  

〈 

g（y：ズ∴－1）  （y≦0）  

∬（y‥ズm＿1）－β（y＞0）  
鞄（y‥釆n＿1）＝  

この時∬（yO‥m－1）－∬（0‥m－1）の値とβの大小関  

係でyOまで発注するかしないかを可能性、必然性の概  

念を用いて判断する。  
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